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1.  平成25年3月期第1四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 1,344 ― △75 ― △50 ― △29 ―
24年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 △2.53 ―
24年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 8,427 2,100 24.9 181.48
24年3月期 8,416 2,150 25.6 185.79
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  2,100百万円 24年3月期  2,150百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,600 △4.3 △75 ― 10 ― 0.86
通期 5,600 10.4 △60 ― 70 ― 6.05



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
 （注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧くださ
い。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 11,600,000 株 24年3月期 11,600,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 25,066 株 24年3月期 25,066 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 11,574,934 株 24年3月期1Q 11,575,831 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社の連結子会社であった太陽製罐株式会社は、平成24年４月23日付でＪＦＥ製缶株式会社との共同株式移転により設立されたＪＮＭホールディングス
株式会社の100％子会社となり、連結子会社が存在しなくなったことから、平成25年３月期第１四半期決算短信より非連結となっております。 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきまし
ては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

①販売実績 

 当社の当第１四半期の売上高は、美術缶の売上高が前年度第２四半期以降の減少が継続していることから、前年

同四半期比 百万円、 ％の減少となりました。製品別の売上高は、以下のとおりとなっております。  

 製品別売上高                                          （単位；百万円、％） 

②損益実績 

 前年度末に希望退職募集による人員の削減等を実施し製造原価の低減に努めましたが、売上高の減少が継続して

おり、売上総利益は 百万円に止まりました。 

 販売費及び一般管理費につきましても役員報酬・人件費の引下げ等経費の削減を進めましたが、 百万円とな

り、営業利益は 百万円の損失となりました。 

 経常利益につきましては、不動産賃貸収入受取配当金等による営業外収益 百万円を計上しましたが、営業外費

用 百万円を計上後、 百万円の損失となりました。 

 税引前四半期純利益は、特別利益に投資有価証券売却益を 百万円計上したことにより 百万円の損失となりま

した。  

 この結果、四半期純損失は 百万円となりました。 

 なお、当第１四半期累計期間から初めて四半期財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期累計期間との比

較分析は行っておりません。  

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

①当第１四半期会計期間末における資産合計は 百万円となり、前会計年度末に比べ 百万円の増加となりまし

た。  

主な増減要因は、以下のとおりであります。 

・流動資産は、現金及び預金の増加 百万円、受取手形及び売掛金の減少 百万円、たな卸資産の増加 百万円

及び有価証券の売却に伴う未収入金の増加 百万円等によるその他の増加 百万円等の要因で、 百万円の増加

となりました。 

・固定資産は、減価償却等による有形固定資産の減少 百万円、無形固定資産の減少 百万円、売却等による投資

有価証券の減少 百万円等による投資その他の資産の減少 百万円等の要因で、 百万円減少しました。 

②当第１四半期会計期間末における負債合計は 百万円となり、前会計年度末に比べ 百万円の増加となりまし

た。 

主な増減要因は、以下のとおりであります。 

・流動負債は、支払手形及び買掛金の増加 百万円、賞与引当金の増加 百万円、有利子負債（短期借入金及び１

年内返済予定の長期借入金）の増加 百万円等の要因で、 百万円の増加となりました。 

・固定負債は、長期借入金の減少 百万円、役員退職慰労引当金の減少 百万円、、投資有価証券の時価差額の

減少等に伴う繰延税金負債の減少 百万円等の要因で、 百万円の減少となりました。 

③当第１四半期会計期間末における純資産合計は 百万円となり、前会計年度末に比べ 百万円の減少となりま

した。 

主な増減要因は、以下の通りであります。 

・株主資本は、四半期純損失 百万円の要因で、 百万円減少しました。 

・評価・換算差額等は、投資有価証券の売却等によるその他有価証券評価差額金の減少により 百万円減少とな

りました。 

④当第１四半期会計期間末の有利子負債残高（長短借入金）は 百万円となり前会計年度末に比べ 百万円の増

加となっております。  

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成24年４月27日の「平成24年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期累

計期間及び通期の業績予想に変更はありません。   

１．当四半期決算に関する定性的情報

123 8.4

  
前年同四半期 当第１四半期 前年同四半期比 

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

18Ｌ缶  825  56.3  973  72.4  147  17.8

美術缶  534  36.4  321  23.9  △212  △39.8

その他  108  7.4  49  3.7  △58  △54.0

計  1,468  100.0  1,344  100.0  △123  △8.4
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（１）当四半期累計期間における重要な子会社の異動  

 当第１四半期累計期間において、当社の連結子会社であった太陽製罐株式会社は、ＪＦＥ製缶株式会社との共同

株式移転により設立されたＪＮＭホールディングス株式会社の100％子会社となり、連結対象子会社から外れるこ

ととなりました。  

  

（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

行税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更  

（減価償却方法の変更） 

 当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産

について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 714,931 800,909

受取手形及び売掛金 1,316,420 1,280,247

商品及び製品 93,394 102,457

仕掛品 368,991 359,300

原材料 51,574 64,906

その他 27,702 64,105

貸倒引当金 △2,348 △2,338

流動資産合計 2,570,666 2,669,587

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,702,379 4,702,379

減価償却累計額 △2,792,450 △2,819,156

建物（純額） 1,909,929 1,883,222

構築物 159,309 159,309

減価償却累計額 △141,676 △142,505

構築物（純額） 17,632 16,804

機械及び装置 5,323,234 5,335,837

減価償却累計額 △4,820,091 △4,842,748

機械及び装置（純額） 503,143 493,088

車両運搬具 49,397 49,118

減価償却累計額 △47,629 △47,591

車両運搬具（純額） 1,767 1,527

土地 108,232 108,232

リース資産 20,011 20,011

減価償却累計額 △18,418 △19,569

リース資産（純額） 1,593 441

建設仮勘定 3,250 －

その他 335,878 334,575

減価償却累計額 △305,784 △306,582

その他（純額） 30,093 27,993

有形固定資産合計 2,575,643 2,531,310

無形固定資産   

ソフトウエア 150,882 143,074

その他 1,569 1,271

無形固定資産合計 152,452 144,345

投資その他の資産   

投資有価証券 1,255,966 1,201,110

関係会社株式 1,029,182 1,059,995

賃貸不動産 1,500,808 1,500,808

減価償却累計額 △686,609 △698,194

賃貸不動産（純額） 814,198 802,613

その他 18,794 18,784

投資その他の資産合計 3,118,141 3,082,503

固定資産合計 5,846,237 5,758,159

資産合計 8,416,904 8,427,747
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,521,145 1,611,198

短期借入金 804,000 1,092,000

1年内返済予定の長期借入金 935,000 902,000

リース債務 2,585 1,136

未払法人税等 820 1,189

未払事業所税 18,651 4,626

賞与引当金 22,486 31,955

その他 217,951 218,572

流動負債合計 3,522,640 3,862,678

固定負債   

長期借入金 2,164,500 1,954,000

繰延税金負債 415,447 404,323

役員退職慰労引当金 81,081 25,542

資産除去債務 10,917 10,952

その他 71,790 69,648

固定負債合計 2,743,736 2,464,467

負債合計 6,266,376 6,327,145

純資産の部   

株主資本   

資本金 630,000 630,000

資本剰余金 136,773 136,773

利益剰余金 1,019,377 990,110

自己株式 △3,600 △3,600

株主資本合計 1,782,550 1,753,283

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 367,976 347,318

評価・換算差額等合計 367,976 347,318

純資産合計 2,150,527 2,100,602

負債純資産合計 8,416,904 8,427,747
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 1,344,732

売上原価 1,227,052

売上総利益 117,680

販売費及び一般管理費  

運賃及び荷造費 62,243

従業員給料及び手当 37,943

退職金 8,541

役員報酬 16,806

賞与引当金繰入額 2,402

支払手数料 17,603

減価償却費 13,932

役員退職慰労引当金繰入額 6,578

その他 27,236

販売費及び一般管理費合計 193,288

営業損失（△） △75,607

営業外収益  

受取利息 141

受取配当金 14,893

不動産賃貸料 48,359

雑収入 3,101

営業外収益合計 66,496

営業外費用  

支払利息 17,381

手形売却損 1,799

売上債権売却損 1,475

不動産賃貸費用 9,176

賃貸建物減価償却費 11,584

営業外費用合計 41,418

経常損失（△） △50,529

特別利益  

投資有価証券売却益 21,471

特別利益合計 21,471

特別損失  

固定資産除却損 4

特別損失合計 4

税引前四半期純損失（△） △29,062

法人税等 205

四半期純損失（△） △29,267
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該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。   

   

   

当社は、金属缶の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

   

   

該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（６）重要な後発事象
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